う。 それ は、 安心して いい。 

日本の 作家で、 ほんとうの 女 を 描いて いるの は、 

秋 江であろう。 秋 江に 出て 来る 女 は、 甚だつ まらない。 

「へえ ご とか、 「そうね え ご とか 眩 いている ばかりで、 

思索的で ない こと、 おびただしい。 けれども、 あれ は、 

正確な ので ある。 靜 わば、 なつかしい 現実で ある。 

江戸の 小咄に も、 あるで はない か。 朝、 垣根越しに 

のぞ 

となりの 庭 を視き 見して いたら、 寝巻 姿 の.， y J 新造が 出 

て 来て、 庭の 草花 を 眺め、 つと 腕 をのば し 朝顔の 花 一 

輪 を 摘み取った。 ああ 風流 だな、 と 感心して 見て いた 

ら、 やがて 新造 は、 ちんと その 朝顔で 鼻 をかん だ。 



流石に、 口ごもる ので ある。 言って は、 いけない こと 

かも 知れない。 へんな ものである。 なに、 まえから 無 

意識に やって いたの を、 このごろ、 やっと 大人に なつ 

て、 それに 気づいた という だけの ことか も 知れない。 

言い出せば、 それ は、 あたりまえの ことで、 な あんだ 

という ことになるの かも 知れない が、 下手に 言い出し 

て 曲解され、 損 をす るの は、 いや だ。 やはり、 黙って 

いよう。 「g„ 智は 悪徳で ある。 けれども 作家 は、 これ 

を 失って はならぬ ご 
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